
ＮＥＡＲプロジェクト海辺の漂着物調査報告書
2011年度　概要版

平成23年度富山県委託業務

海を汚している行動はどれですか？海洋ごみがない海岸はどんなところ？海洋ごみがない海岸はどんなところ？
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図5　エリア別 海辺の漂着物100㎡あたりの個数の推移

表1　2011年度　調査海岸

図2　2011年度 調査海岸

　（財）環日本海環境協力センターでは、沿岸自治体との連

携・協力体制の構築や漂着物等による海辺の汚染実態の

把握等を目的として、1996年度から「日本海・黄海沿岸の

埋没・漂着物調査」を開始し、2010年度からは「NEARプロ

ジェクト海辺の漂着物調査」として、日本、中国、韓国、ロシア

の自治体が参加する国際共同調査を実施しています。

　これまで、北東アジア地域の沿岸4か国の37自治体、

182海岸において、延べ28,075人の参加者の協力を得て

調査を実施しています。

　調査は、2011年8月から12月までの期間に実施しました。

漂着物調査の概要（2011年度）

調査期間

　100㎡あたりの漂着物平均個数は213個であり、内訳は、「プラスチック類」が160個（100㎡あたりの総個数の

75％）と最も多く、次いで「発泡スチロール類」31個（同15％）の順でした。

　100㎡あたりの漂着物平均重量は1,922ｇであり、内訳は、「プラスチック類」が1,005ｇ（100㎡あたりの総重量

の52％）と最も重く、次いで「その他の人工物」351ｇ（同18％）の順でした。

　このように「プラスチック類」や「発泡スチロール類」のような、軽くて、破片化しやすいプラスチック製の素材や、

木片等が含まれる「その他の人工物」が漂着物全体に占める割合が、とても高くなっています。

　また、エリア別の100㎡あたりの漂着物平均個数は、「エリアＢ」が384個と最も多く、次いで「エリアＤ」349個の

順であり、「エリアＥ～Ｉ」は90個未満と少ない結果でした。

　さらに国別には、日本の海岸は、他の国と比べて、量・個数ともに多い傾向が確認されており、その要因について

は、今後、越境漂着物による影響や海岸管理体制の違いなどを考慮しながら検討していく必要があります。

　調査は、各県や市町村が中心となり、地元の市町村、

NGO・NPO、小・中学校等と連携・協力して行いました。2011

年度は、日本、中国、韓国、ロシアの4か国の18自治体、38海

岸において、延べ1,254人が調査に参加しました。

調査主体及び調査海岸  

調査結果 （※調査方法の詳細は、参考資料を参照）
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　富山県と（財）環日本海環境協力センターの主催によ

り、日本国富山県においてNEARプロジェクト海辺の漂

着物調査関係者会議が昨年に引き続き開催されました。

　会議には、日本、中国、韓国、ロシアの4か国13自治体、

北西太平洋地域海行動計画地域調整部（NOWPAP 

RCU）などの関係者約30名が参加し、海辺の漂着物調

査の結果や今後の対策などについて活発な意見交換が

行われました。

　最初に、プロジェクト提案県の富山県からこれまでの

海辺の漂着物調査結果について報告があり、①近年、参

加者数が減少傾向にあることから、参加者の拡大が必

要、②8割以上の漂着ごみが国内由来のものであること

から、住民に対するごみのポイ捨て防止などの啓発を重

点的に進めていくことが必要との問題提起がありまし

た。

　続いて、4か国10自治体から、漂着物発生抑制のため

の工夫を凝らした取組みについて報告があり、昨年の会

議で検討された「海洋ごみアクション」の考え方のよう

な、市民の日常生活に根差した対策行動をより一層促

進する必要があるとの認識を共有しました。

　最後に、富山県から海辺の漂着物調査の今後の方向

性について提案され、活発な意見交換が行われた結果、

次の方針が決定されました。

●参加者数の拡大や産学官のさらなる連携強化を図るため、NPOなどにも参加を呼びかけて4か国での調査を実施

●発生抑制対策を一層推進するため、廃棄物や漂着ごみを利用した工作やアート作品制作（※）を4か国で実施

　（※）2012年8月に富山県で開催される北東アジア地域環境体験プログラムにおいて試行実施し、その結果を
踏まえて本格実施

＜会議の概要＞

　海洋ごみ問題については、実態把握や議論のみならず、具体的な対策を始めることが必要となっていますが、

市民への海洋ごみ問題の浸透は不十分な状況です。

　このように多くの市民が地球規模の海洋環境問題としての海洋ごみ問題について理解を深めることが求めら

れています。

　海洋ごみ問題に関する普及啓発活動は、身近な取組みを進めていくための対策の第一歩となるものであり、今

後、各地域で広く展開されることが期待されます。

　海洋ごみ問題を解決するためには、一人ひとりが、ごみのポイ捨て

をしないなどの行動を実践することが重要です。

　このため、富山県と（財）環日本海環境協力センター（NPEC）では、市

民に海の大切さを理解していただき、海洋ごみを減らすための具体的

な行動を呼びかけるフォーラムを開催しています。

　今年度のフォーラムでは、豊かな海を守り育てる活動を積極的に進

めている「環日本海・環境サポーター」の活動発表が行われたほか、「環

日本海・環境サポーターアクション5」として、みんなで豊かできれいな

海づくりに取り組んでいくことを子どもたちが呼びかけました。

（※アクション5の詳細は、次ページ）

■ 海洋ごみアクション・フォーラムの開催（2012.2.5）

■ 海洋ごみ問題に関する普及啓発活動

海辺の漂着物調査関係者会議の開催（2011.11.10） 海洋ごみ問題に関する普及啓発活動

図7　エリア別の漂着物個数の国内・海外由来の割合
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B（中国・近畿エリア）

C（北 陸 エ リ ア）

D（東 北 エ リ ア）

E（北海道エリア）

F（ロシアエリア）

G（韓国東海岸エリア）

H（韓国西海岸エリア）

 I（中 国 エ リ ア）
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　私たちの海は、世界中の海とつながっています。

　身近な海を豊かできれいに守り育てていくことが、環日本海地域の環境保全につながります。

　まずは、足元から行動を起こし、一人ひとりが、海洋ごみを減らす取組みを進めながら、海の生き物のための環

境づくり、豊かな海を育む森づくりなどにも取り組んでいくことが大切です。

　このため、富山県と（財）環日本海環境協力センターでは、こうした取組みを行う人たちを「環日本海・環境サ

ポーター」として募集・登録し、その活動を応援するサポーター制度を2011年6月から開始しました。

　現在、サポーターには、企業、団体、NPO、学校等の子どもから大人まで約1,300名の方々に登録いただいており、

各地で、海岸や地域の清掃活動、海辺の漂着物調査、藻場の再生活動、植林活動などの取組みが行われています。

　皆さんも、豊かできれいな海を守り育てるために、身近なところから、できることから取り組んでいきましょう。

　海辺の漂着物調査では、海岸に存在する海洋ごみの実態把握だけでなく、その発生源も推測するため、材質別

に大きく分類し、さらに機能や製造時の用途別に細分類をしています。また参加者に対しては、調査結果を参考

にして、海洋ごみ削減に向けて、自分自身ができる行動を考えて実践するよう呼びかけています。

みんなで、豊かできれいな海づくりに取り組もう！ 参考資料

河川、海岸や身近な場所をきれいにしよう。

海の生き物ための海辺環境を守り育てよう。

清掃活動、海洋ごみに関する調査や学習の
機会に参加し、海洋ごみ問題の解決のため
にみんなで考えよう。

ポイ捨て、投げ捨てしない。
ごみの投棄のない社会にしよう。

豊かな海を育む森を守り育てよう。

1

32

4 5

環日本海・
環境サポーター

アクション５
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ＮＥＡＲプロジェクト海辺の漂着物調査報告書
2011年度　概要版

平成23年度富山県委託業務

海を汚している行動はどれですか？海洋ごみがない海岸はどんなところ？海洋ごみがない海岸はどんなところ？
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